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必要となる 本研究はマイクロサテライト 多型情報から 観賞用品種を中心に解析をおこなった 供
試鶏として 品種 羽を用い マイクロサテライト 座位の分析をおこなった その結果 愛好家に維持
されている観賞用品種であっても 試験研究機関維持集団や銘柄鶏の素材鶏として系統的に維持されている
集団と同程度の遺伝的多様性を示すことが明らかとなった 今回分析した 品種すべてに近親交配 正の
値 が認められる結果となった 特に蓑曳 蓑曳矮鶏 烏骨鶏は採取地間で遺伝的差異が生じており 系
統樹にてサブクラスタ が認められた 一方 鶉矮鶏は採取地間の遺伝的差異は認められず 全個体がひと
つのクラスタ に含まれる結果となった
遺伝資源 遺伝的多様性 観賞用品種 日本鶏 マイクロサテライト 多型
た集団であっても保存会等を通した遺伝的交流が生じてい
ることや 小国派生品種間では他の報告に比べて遺伝的分
日本鶏は 品種 グル プが天然記念物に指定されて 化の程度が低いことを示した また 試験場で銘柄鶏の素
いるわが国の貴重な遺伝資源である これらを含む現在 材鶏として維持されている会津地鶏 と個人愛好家が維持
の日本鶏品種の大部分は書誌学的 形態学的研究から地 する龍神地鶏 では 飼育規模等の要因により 遺伝的多
鶏 小国 軍鶏の 品種から作出されたと考えられてい 様性の経時的な減少の程度は後者のほうが大きいことが示
る 一方 矮鶏や烏骨鶏など 東 東南アジア地域を中心 された さらに 個人愛好家では大規模な飼育が難しく
に世界で広く認められる品種も存在する 著者らはこれま それが同一品種内に遺伝的分集団化を生じさせる要因にも
で 軍鶏とその近縁品種 および地鶏 小国とその近縁品 なり得る このようなことから日本鶏 特に観賞用品種の
種 についてマイクロサテライト 多型の解析をおこ 遺伝的多様性や品種内に生じた遺伝的差異の程度を明らか
なった これらの品種は尾長鶏や長鳴鶏のように愛玩 観 にすることは その保全を考える上で重要なことであると
賞用途に特化した品種が存在する一方 日本鶏品種を用い 考えられる しかしながら 品種内の遺伝的集団構造まで
た銘柄鶏の作出に用いられる品種もあり 試験研究機関を 言及する研究例は少なく 名古屋種 や尾長鶏 の報告が
中心にその保存と活用が図られている 一方 現在の日本 あるのみである そこで本研究では主として観賞 愛玩目
鶏品種の大部分は生産性の低い観賞用品種であり 産業目 的で飼育されることが多い品種および観賞用をはじめ多目





方 著者ら の結果より 愛好家維持集団は地理的に離れ 黒柏 羽 蓑曳 羽 蓑曳矮鶏 羽 鶉矮鶏 羽
岡 孝夫 高橋幸水 野村こう 花田博文
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烏骨鶏 羽 チャ ン 羽 イッスンチャ ン 羽 計 および は に
集団 羽を用いた 表 各採取地からの供試羽数が て および 統計量は プログラム に
少ないため 蓑曳 蓑曳矮鶏 鶉矮鶏 烏骨鶏はそれぞれ て算出した 集団間の遺伝的分化の程度はペアワイズ
地域集団を同一集団として解析を行なった また 蓑 集団間および個体間の遺伝的距離は と を求め
曳矮鶏は 尾曳 鶉矮鶏は 鶉尾 とも呼ばれているが 近隣結合法 にて系統樹を作成した ペアワイズ の算
本研究においては既報の引用を含め天然記念物指定名称で 出には プログラム 遺伝距離 の算出は
ある 蓑曳矮鶏 鶉矮鶏 に統一した 抽出 プログラム 遺伝距離 の算出は
およびフラグメント解析は岡ら と同様に行なった 分析 系統樹の作成には パッケ






遺伝的多様性を評価するため 各集団で総対立遺伝子数 度を表 に示した 対立遺伝子数に関して
平均対立遺伝子数 はいずれも黒柏や蓑曳が低く 烏骨鶏が高い値を示し
ヘテロ接合体率の観察値 と期待値 および近交 た 特に において 烏骨鶏と黒柏の間に有意差が認め
係数 を算出した 集団内および集団間の近親交配の られた ヘテロ接合体率は ともに黒柏が
程度は の 統計量 にて求めた 最小値を示した一方 はチャ ンやイッスンチャ ンが
高く は烏骨鶏が高い値を示した において平均値
間に差は認められなかったが では烏骨鶏と黒柏の間
に有意差が認められた また チャ ンを除いて
と の差が大きく も有意な値を示した
チャ ンのみ の 統計




び遺伝距離 を算出し表 に示した ペアワイズ は
すべて有意な値が認められた また ペアワイズ は沖
縄の 品種および蓑曳矮鶏と黒柏との間で高く 沖縄の
品種および鶉矮鶏と烏骨鶏との間で低い傾向を示した 遺
伝距離 もペアワイズ と同様の傾向が認められ 特
に沖縄の 品種は黒柏 蓑曳 蓑曳矮鶏の 品種との間で
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岡 高橋 野村 花田 高田 天野 秋篠宮
品種間のペアワイズ 右上 と遺伝距離 左下
品種間の 遺伝距離にもとづく系統樹 左 および全 個体間の 遺伝距離にもとづく系統樹 右
図中のスケ ルバ は および 遺伝距離 枝上の数字はブ トストラップ値 の上
付アルファベットは採取地 高知県 茨城県 東農大富士農場 徳島県 和歌山県 進化研
山形県 新潟県 沖縄県 を示す
品種間および個体間の遺伝的類縁関係を明らかにするた
め 遺伝距離 および をもとに無根系統樹を作成し
た 図 系統樹の樹形はペアワイズ を支持するも
のであった チャ ンとイッスンチャ ン 黒柏と蓑曳 黒柏 蓑曳 蓑曳矮鶏における および は
蓑曳矮鶏と鶉矮鶏は低いブ トストラップ値 それぞれ と同程度かやや低い値であり 岡ら の
ではあるもののクラスタ を形成した 軍鶏や矮鶏に次いで高い値を示す傾向が認められた この
烏骨鶏はいずれの品種ともクラスタ を形成しなかった ことから 生産性が低く 愛好家により維持されている観
系統樹において 烏骨鶏を除いて同一品種でクラス 賞用品種であっても 他の日本鶏品種と同程度の多様性が
タ を形成する結果となった つの採取地からサンプリ 維持されているものと考えられた 鶉矮鶏は土佐地鶏に生
ングをおこなった黒柏 チャ ン イッスンチャ ンはそ じた尾椎の欠損を固定した品種とされる しかしながら
れぞれがクラスタ を形成したが 黒柏は他の 品種と比 本研究結果において 鶉矮鶏は岡ら の土佐地鶏よりも高
べて品種内で遺伝的差異が生じている サブクラスタ 化 い多様性を示した 鶉矮鶏の内種の作出には矮鶏が用いら
しつつある 傾向がみられた 烏骨鶏は茨城県の 羽 沖 れたと考えられており その過程で遺伝的多様性が高く
縄県と新潟県の各 羽 他の 羽に分かれた 蓑曳と蓑曳 なったものと考えられた
矮鶏は採取地ごとにサブクラスタ が形成された一方 鶉 チャ ンおよびイッスンチャ ンについては これまで
矮鶏 チャ ン イッスンチャ ンは採取地や内種が異な マイクロサテライト 多型の分析はおこなわれていな
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たものと考えられた また 両品種には多くの内種が認め 他の品種間と同程度の値であり これはその矮小化 短脚
られ 複数の系統が存在することが示されている 本研 の固定 に他品種が関与したことを示すものと考えられ
究でも複数の内種を 集団として分析しており このこと た
も多様性が高くなった一因であると考えられた また 図 系統樹 図 右 より 蓑曳 蓑曳矮鶏 烏骨鶏には
右 の 系統樹において 鶉矮鶏 チャ ン イッス サブクラスタ すなわち品種内の遺伝的分集団化が認め
ンチャ ンに内種によるサブクラスタ は認められず こ られた 蓑曳と蓑曳矮鶏において試験研究機関集団 高知
のことも内種を作出 維持するために内種間で交雑が生 県 茨城県 東農大 と愛好家集団 徳島県 和歌山県
じ 多様性が維持されていることを示すものと考えられ で各個体間の遺伝距離 の平均値に差は認められなかっ
た た このことから この 品種においては試験研究機関
烏骨鶏は対立遺伝子数およびヘテロ接合体率において他 愛好家を問わず各分集団間の遺伝的交流が少なく 各分集
の品種より高い値を示した 日本の烏骨鶏は多起源である 団で近親交配が生じているものと考えられた 烏骨鶏は異
とされており 現在の烏骨鶏も高い多様性を示したも なる起源を持つ集団がさらに小集団化することにより 各
のと考えられた 一方 烏骨鶏は 品種中もっとも高い 分集団の近親交配が促進されたものと考えられた 一方
値を示した このことから 分集団化やそれにともなう近 鶉矮鶏は採取地間で明確な遺伝的差異が生じておらず 愛
親交配により 各分集団の遺伝的多様性は低下しつつある 好家に維持されている 集団 徳島県 和歌山県 も含め
ものと考えられた て同じクラスタ に含まれる結果となった 鶉矮鶏の尾椎
の 統計量 は岡ら と同様 の欠損は優性遺伝子支配であるとされており 品種成立
に 日本鶏の分集団 品種 間に生じた遺伝的分化や近親 時に過度の選抜がおこなわれなかったこと 内種作出のた
交配の程度はアジア やアフリカ の在来鶏 放飼鶏 と めに多様性の高い矮鶏が用いられたことから 集団間の遺
比べて高いことを示すものであった 一方 本研究で分析 伝的差異が生じにくかったものと考えられた 鶉矮鶏の品
した 品種においては先の報告 で分析した品種よりも 種内の遺伝的差異は多様な内種を有する矮鶏の結果 と類
分化の程度 が低い一方 品種内の近親交配の程度 似しており 本研究でも複数の内種を含めて分析をおこ
は高いことが示された これは愛好家集団間の個体 なったが 系統樹 図 右 において内種による遺伝的
の移動が試験研究機関集団のものよりも多く 遺伝的分化 差異は認められなかった 一方 蓑曳や蓑曳矮鶏は単一品
が生じにくい一方 小集団で維持されることで近親交配が 種に由来する小国 尾長鶏 東天紅の結果 と類似してい
生じていることによるものと考えられた た したがって 品種内に多くの内種を有することが 地
域間や内種間で遺伝的差異が生じにくい一因になるものと
考えられた
系統樹 図 左 より 成立に小国が関与した黒柏と
貴重な日本鶏サンプルを提供していただきました茨蓑曳 土佐地鶏が関与した蓑曳矮鶏と鶉矮鶏がそれぞれク
城県畜産センタ 養鶏研究室 高知県畜産試験場 進化生ラスタ を形成した これは品種の成立過程を支持するも









多い 峰澤 の報告において イッスンチャ ンはチャ
ンをもとに作出された短脚種とされているのみである ペ
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KA AKAHASHI OMURA ANADA
AKADA MANO KISHINONOMIYA
: Japanese native chickens are valuable genetic resource in Japan ; however, their low pro-
ductivity limits their industrial use and forces dependence on a personal breeder for their mainte-
nance. To conserve these breeds, it is important to clarify their genetic diversity, relationships, and
structure. In this study, microsatellite DNA polymorphisms were used to analyze the genetic rela-
tionships and structure among ornamental breeds of Japanese native chickens. A total of indi-
viduals of seven breeds, and
were used in analyses of microsatellite loci recommended by ISAG/FAO. The results
showed that ornamental breeds maintained by private breeders showed the same level of genetic
diversity compared with populations maintained by institutes or breeding stations. Despite high
genetic diversity, signiﬁcant positive values indicating high inbreeding were estimated for all
seven breeds analyzed in this study. Furthermore, genetic di erentiation among sampling locations
was observed in and While sub-clustered structure was observed
in the tree for these three breeds, in genetic di erentiation was not observed and all
specimens (including those from di erent sampling locations) were included in the same cluster.
: Genetic diversity, genetic resource, Japanese native chicken, microsatellite DNA poly-
morphisms, ornamental breeds
By
Takao O *, Yukimizu T **, Koh N **, Hirofumi H **,
Masaru T ***, Takashi A **** and A Fumihito*****
Genetic Diversity and Population Structure of
Ornamental Breeds of Japanese Native Chicken
Based on Microsatellite DNA Polymorphisms
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